
　  当財団は、科学技術の振興を図り、もって地域社会の発展に寄与することを目的に、基礎工学

  分野の研究に対する助成を以下の通り募集します。

… (1)～(5)を全て満たすこと

(1)愛知・岐阜・三重県の大学・工業高等専門学校・短期大学、及び公共研究機関に所属していること

　　または、公的な研究を行う非営利の団体・法人などに所属していること

(2)大学等の教授職や研究機関の部長級管理職になっていない５０歳以下の研究者であること　

(3)対象となる分野※の研究を行っていること

　　※文部科学省が定める「系・領域・分野・分科・細目一覧表」の中から理工系の化学と工学、
 　   またそれらから派生する領域の分野

(4)過去３年間以内に当財団からの助成を受けていないこと(海外調査研究助成を除く)

(5)学生でも研究室の指導者・代表者の推薦（書式は任意・推薦者の署名捺印）があれば、海外調査

 　研究助成に応募が可能

(1)今年度実施する研究活動の費用の支援として、申請は１件／人となります。

(2)同一の研究チームからの応募申請は、研究テーマ1件あたり 1名のみとします。

(3)研究助成の申請は先に申請者情報を登録（財団HPからアクセスして仮申請）した上で、

　 当財団ホームページからダウンロードした所定様式(※)を使い本申請してください。

　 ※添付書類1～3（文字ﾌｫﾝﾄ10以上）をPDFﾃﾞｰﾀ（ｻｲｽﾞ10MB以下）にしてE-mailに添付

(4)助成決定後の辞退はご遠慮下さい。

(5)研究助成を受けた場合、研究終了（海外渡航終了）時に終了報告と助成金の使途明細報告書を

　 また、年度をまたぐときは、中間報告として研究経過報告書を提出をしていただきます。

(6)助成を受け、成果として論文等各種媒体により世の中に公開する場合は謝辞を入れて下さい。

(7)研究助成申請書に記載された研究に関する情報･申請者の氏名･役職等などは、選考/手続き以外

　 の目的には使用いたしません。但し、助成が決まった申請については、当財団のホームページ

　 への掲載、マスコミ等への情報公開を行う場合がありますので予めご了承下さい。

(8)贈呈式を予定しております。対象となられる方には別途ご案内致しますので、よろしくお願いします。

(1)対象の研究に関わる全ての直接的な費用（機械・器具・装置・材料・消耗品等の購入費）。

　 研究に直接関係しない日常の経費、所属する組織の間接経費については対象外となります。

東海３県（愛知・岐阜・三重）県下限定
２０２３年度　第３２回　研究助成 募集要項

（在日外国人可）

２.応募資格について

３.応募上の注意事項

１.主旨

2023年 3月 16日

公益財団法人 立松財団

４.対象となる費用



総額 ８,５５０万円　

応募資格や選考、申請方法など、ご不明な点がございましたら、下記事務局までお問い合わせ下さい。

＜問合先＞　公益財団法人 立松財団 事務局　　伊藤
　　　〒448-0002　愛知県刈谷市一里山町金山100番地　トヨタ車体株式会社 総務部内

ＴＥＬ　: (0566)36-9840　   ＦＡＸ　: (0566)36-2195
E-mail　: TATEMATSU.ZAIDAN@mail.toyota-body.co.jp
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ: http://www.tatematsu.or.jp/

以上

５.募集内容

６.スケジュール

　　　　　　本申請用の３枚をＰＤＦでE-mailに添付して送信ください

募集期間 結果通知と振込

２０２３年　３月２７日（月）～４月２１日（金）事務局到着分まで受付 ６月下旬
所属機関を通じて連絡【仮申請[エントリー]は、４月２０日（木）12:00　迄】を済ませたうえで
８月上旬 振込予定

Ａ１： ３００万円

特別研究助成

Ａ２： ３００万円

特別研究助成

Ｂ： １５０万円

一般研究助成

Ｃ１： １５or２０万円

海外調査研究助成

Ｃ２：

海外調査研究助成

合　　計 ６１件 8,550

※１： A1：特別研究助成、Ｂ：一般研究助成において、同じ土俵で順位付けした上で、合計予算額まで上位から助成。

ただし、Ａ1は計画件数までとし、Ａ1では惜しくも漏れても予算枠に入れば、A1（３００万円）の申請でもＢ相当額（１５０万円）をを助成。

※２： A2：特別研究助成は複数年助成のため、３００万円を３年で分割して助成。　パターン① 100*100*100　② 150*100*50のいずれか選択

※３： C１：海外調査研究助成（渡航あり）は渡航地域により助成金額を２種類（a地域　15万円　ｂ地域20万円）とする。

　　　 　◆a地域：大韓民国、中華人民共和国、朝鮮民主主義人民共和国、モンゴル国、台湾、

　　　　　　　　　インドネシア、カンボジア、シンガポール、タイ王国、東ティモール、フィリピン、

　　　　　　　　　ブルネイ、ベトナム、マレーシア、ミャンマー、ラオス　等

　　　　 ◆b地域：上記以外の国・地域

※４： C1：海外調査研究助成（渡航あり）、C2：海外調査研究助成（渡航なし）は、 同じ土俵で順位付けした上で、

件数にこだわらず合計予算額まで助成。

※５： 上記区分のいずれかが上限の予算額まで対象者の選出ができない場合、選考委員会の決議を持って各区分の上限額にとらわれず 

総額を上限に助成。

５万円

渡航地域により
いずれかを一括で

海外での研究発表や情報収集を
ウェブで参加する際に掛かる費用 ８件 40

２５件 3,750

海外での研究発表や情報収集の為の渡航

費 1３件 260

機械・装置などで高額な費用を要する期間
１(～２)年程度の研究 １０件 3,000今年度に一括

して３００万円

複数年（３年程度）の取組みによる科学技

術の基礎的な研究 ５件 1,500３年間で分割助成
分割パターン選択可

機械・装置などで費用を要する一般的な期

間１(～２)年程度の研究 今年度に一括
して１５０万円

助成区分 対象となる研究の目安
助成金額
（助成方法等）

募集件数・金額

※３,４

※１

※１

※２

（渡航あり）

※５

（万円）

（３年）

（渡航なし）

※４


